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朝晩が冷え込み、各種の疾病が発生しやすい季節になりました。 

伝染性疾病には、病原体の侵入防止を徹底することで発生を予防できるものも多

くあります。とくに豚流行性下痢（ＰＥＤ）は、全国的に流行し県内でも発生があ

りましたが、侵入防止対策の徹底により発生の拡大が防がれています。 

引き続き、と畜場や車両を介した病原体の侵入防止を徹底していただきますよう

お願いします。 

消毒は伝染病予防の第一歩 
まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 

車両：タイヤ・荷台を中心に消毒 

人：専用靴、衣服を着用 

２～４週間隔離観察 

出荷前には豚の状態を観察 分娩舎は衛生管理を区分 

農場入口 豚導入時 

農場内 出荷 

家畜市場、と畜場等への入退場時には、特に消毒を徹底 

畜産関係係施設 

ワクチンを積極的に活用し病気の発生を予防しましょう！ 

再チェック！！ 病原体侵入防止対策！！ 

母豚・哺乳豚に通常と異なる下痢、おう吐、食欲不振、死亡等の症状が 

認められた場合には、直ちに家畜保健衛生所へ通報してください。 



 

【離乳頭数の改善例：損耗頭数を削減したポイント】 

①初産からたくさんの子豚を哺育させた 

  →産次が進むほど泌乳不良の乳器が増えるため 

②分娩時に乳器をよく見て哺乳頭数を決めた 

  →発育良好乳器数以下の子豚を哺乳させることにより 

③哺乳途中での里子・里親を適正に積極的に実施した 

  →泌乳不良乳器(乳頭から半径 5cm ほどの周囲が丸く汚れている)

から哺乳している子豚（子豚の口腔周囲が汚れる、泌乳時刻で

ないのに乳器にまとわりつく）を早期に発見し、里子へ 

 

「豚病・豚臨床研究会」 田中正雄先生のご講演から(平成 28年 10月 11日開催) 

詳細は、ピッグジャーナル 2015年 9月号などをご覧ください 


